



























に認定された。しかし、認定当初 495 あった（昭和 55 年時）企業
数も現在では半分ほどになっている。人口と世帯数に関しては、昭
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（a.親類  b. 地元の人  c. 地元以外の知人  d. 知らない人  e. その他）
7：イベントに参加したことで金屋町の魅力を再認識することが出来た
のか（a.まちなみ  b. 文化  c. 歴史  d. 鋳物産業  e. その他）
8：イベントに参加することで、新しい金屋町の魅力を発見したのかど
うか、またそのきっかけとなったことはどのようなことか


















設問 7 に関して述べると、まちなみを踊り歩く内容である A のまちな
みに対する評価が最も高かった。文化の評価が最も高かった Bは目的
に生活の伝達を掲げており、これがその評価につながったといえる。
歴史の評価が最も高かった C では伝統工芸の展示がされており、町の
歴史も引き立たされたといえる。鋳物産業に対する評価が高かった A
は、目的と内容すべてに鋳物に関連性がある。アンケートから得られ
る結果は、総じて 3 つのイベントの目的と内容・実行の体制に大きく
関わっているといえる。
6.まとめ
　イベントの目的と内容に関しては、住民に対して概ねその意図が伝
わっていた。つまり、地域の個性を引き立たせるためには、充分に地
域の歴史や文化に対し理解を深める必要がある。また、その時々により、
地域の状況が変わり、必要とされるものも変化していくため、その地
域の現状を良く把握し、その地域に今何が必要であるのかを見極めな
ければならい。イベントを実行する体制に関しては、住民により企画
されたイベントは、参加することに対する満足度、継続に対する意欲
が高く、地域復興の為のイベントを地域住民が行うことの意味はとて
も大きい。それに対し、市と大学・企業との合同のイベントになると、
住民の満足度・継続に対する意欲は薄れる。このことは、地域の復興
企画としても、地域固有のアイデンティティの確立という点に置いても、
無視してはいけない問題である。しかし、市・大学・企業が参加する
事の意味は大きい。専門家の参入により、イベントの目的が明確になる。
また、学識的な意味が付加されることにより、イベントの内容が深まり、
イベント自体の質の向上につながる。また、企業の参入により、取り
扱える物流の量や種類が増え、イベントの実行可能な内容の幅が広が
る。地域のアイデンティティの確立のためには、市・専門家・企業の
参加を促しながら、いかに地域住民の意識を高めていくかが重要であ
る。そのためには住民が積極的に参加できる体制や企画の内容が必要
不可欠である。
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設問
選択肢
図3　アンケ トー結果
設問1～5の選択肢は1：とてもそう思う2：そう思う3：どちらでもない4そ思わない5
：全くそ思わない6：わからない7：無回答に対応している
